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佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀大大大大大大大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学学学学学学学農農農農農農農農農農農農農農農農学学学学学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部部部部部同同同同同同同同同同同同同同同同窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓会会会会会会会会会会会会会会会会報報報報報報報報報報報報報報報報 第第第第第第第第第第第第第第第第７７７７７７７７７７７７７７７７号号号号号号号号号号号号号号号号

�発行日 ２０１０年１２月１日 �発 行 佐賀大学農学部同窓会
�編 集 会報編集委員会 住所 佐賀市本庄町１ 佐賀大学内

TEL 0952-23-1253 FAX 0952-25-5700
E-mail dosokai@ai.is.saga-u.ac.jp
ホームページ http://dousou.saga-u.ac.jp/

・農学部公開シンポジウム

～佐賀の特産物～……………………………Ｐ１

・平成２１年度事業報告及び収支決算…………Ｐ２

・平成２２年度事業計画及び収支予算…………Ｐ３

・研究室紹介……………………………………Ｐ４

（生物環境科学科 生物環境保全学コース 地圏環境学 研究室）

・会員の広場………………………………Ｐ５～７

佐大への提言（�） 平山 伸

・会員の情報（博士号取得）…………………Ｐ７

牧角啓一

・支部だより………………………………Ｐ８～１０

佐賀県支部、佐賀県庁支部、佐賀県教職員支部、

熊本県庁支部、７３Ａ農園会、東京支部、大分支部

目 次

01



事業報告

収支決算

科 目 ２１年度実績 摘 要

前年度繰越金 １，０６６，７５６

会 費 ７，１４０，０００

学生（新入生） ３，５６４，０００ 入会金（Ｈ２１）１６２名×２千円＝ ３２４，０００円
会 費（Ｈ２１）１６２名×２万円＝３，２４０，０００円

一 般 会 員 ３，５７６，０００

年会費 ３年分 １３９名×６千円＝８３４，０００円
２年分 １１１名×４千円＝４４４，０００円
１年分 ５４名×２千円＝１０８，０００円

合計 １，３８６，０００円
終身会費 ６８名×３万円＝２，０４０，０００円
終身会費 １０名×１．５万円＝１５０，０００円

雑 収 入 ５０，８４５ 寄附金５万円（故 小池勝氏）、預金利息

特別会計戻入 ０ 会費収入増などのため取り崩しなし。

計 ８，２５７，６０１

科 目 ２１年度実績 摘 要

事 務 費 ７７７，７５８ 総会案内、各支部総会等出席、賃金など

会 議 費 ２３６，５１５ 総会資料代、役員会経費

事 業 費 １，１６９，０５７

＊会報印刷代・送料など（５，３００部、５，１００
部） ６１０，２２１円
＊キャリア講師旅費 ６１，０８７円
＊会費納入促進（手数料・トナーなど）

５１，０３７円
＊就職ガイダンス講師旅費・講師料など

３０，３００円
＊同窓会長賞表彰 ０円
＊大学との意見交換会 １０２，４９２円
＊名簿管理 ３１３，９２０円

組 織 強 化 費 １２８，６４０
各支部総会等出席時の御祝 ７０，０００円
支部助成金（佐賀県庁支部、佐賀県支部）５８，６４０円

全学同窓会負担金 ２，１３８，４００
新入生入会金・会費の６０％
１６２名（H２１年）×（２千円＋２０千円）×６０％＝

２，１３８，４００円

特別会計への繰出金 ２，２７１，０００

新入生入会金 ８１，０００ 新入生入会金 １６２名×５００円＝８１，０００円

会費平準化準備金 ２，１９０，０００ 終身会費（７８名分）３０，０００×６８名、１５，０００×１０名

予 備 費 ２０，０００ エコアクション学生シンポジウム支援

計 ６，７４１，３７０

科 目 ２１年度実績 摘 要

前年度繰越金 １１，８７３，４０４

入 会 金 ８１，０００
新入生入会金
（Ｈ２１；１６２名）×５００円＝８１，０００円

会費平準化準備金 ２，１９０，０００
一般会計より繰り入れ（終身会費相当額）
３０，０００円×６８名 １５，０００円×１０名

雑 収 入 １２，４３６ 預金利息

計 １４，１５６，８４０

※支出はなく全額次年度へ繰越

監査報告

平成２１年度事業報告及び収支決算

次の事業を実施し、円滑な同窓会活動に努めました。
� 大学と同窓会との意見交換会の開催。
� 会報「ありあけ」４、５号を発行・配布。
� 大学主催のキャリアデザイン講座や就職ガイダ
ンスの講師として会員を派遣。

� 会員の住所等異動状況調査の実施。
� 農学部・全学同窓会支部への支援活動。

� 一般会計

〔収入〕（Ｈ２１．４．１～Ｈ２２．３．３１） 単位：円

〔支出〕（Ｈ２１．４．１～Ｈ２２．３．３１） 単位：円

〔差引残〕

（収入）８，２５７，６０１円－（支出）６，７４１，３７０円＝
１，５１６，２３１円（次年度繰越金）

� 特別会計（Ｈ２１．４．１～Ｈ２２．３．３１） 単位：円

平成２１年度分の会計監査を実施したところ、会計
諸帳簿及び証拠書類、預金通帳等いずれも適切に処
理されていたことを認めます。

平成２２年６月１２日
監事 江頭 俊雄
監事 森田 昭

佐賀大学農学部同窓会報 ありあけ 第７号
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事業計画

収支予算

科 目 ２２年度予算 摘 要

前年度繰越金 １，５１６，２３１

会 費 ４，６８６，０００

学生（新入生） ３，５８６，０００

入会金
（Ｈ２２；１６３名）×２千円＝ ３２６，０００円
会費
（Ｈ２２；１６３名）×２万円＝３，２６０，０００円

一 般 会 員 １，１００，０００ 年会費 延１００名・年×２千円＝２００，０００円
終身会費 ３０名×３万円＝９００，０００円

雑 収 入 １，１６９ 預金利息

特別会計戻入 ０

計 ６，２０３，４００

科 目 ２２年度予算 摘 要

事 務 費 ９９０，０００

会 議 費 ４２０，０００

事 業 費 ９７２，０００

＊会報印刷代など（２，５００、５，５００部）
４００，０００円

＊キャリア講師旅費 ９０，０００円
＊会費納入促進（手数料・トナーなど）

６２，０００円
＊就職ガイダンス講師旅費・講師料など

５０，０００円
＊同窓会長賞表彰 ５０，０００円
＊大学との意見交換会 １２０，０００円
＊農業版MOT関係現地研修等経費

２００，０００円

組 織 強 化 費 ３６０，０００ 各支部総会等出席時の御祝 １２０，０００円
支部助成金 ２４０，０００円

全学同窓会負担金 ２，１５１，６００ 新入生入会金・会費の６０％
１６３名×（２千円＋２０千円）＝６０％＝２，１５１，６００円

特別会計への繰出金 ９８１，５００

学 生 入 会 金 ８１，５００ 新入生入会金 １６３名×５００円＝８１，５００円

会費平準化準備金 ９００，０００ 会費平準化準備金（終身会費３０名分）

予 備 費 ３２８，３００円

計 ６，２０３，４００円

科 目 ２２年度予算� 摘 要

前年度繰越金 １４，１５６，８４０

入 会 金ｃ ８１，５００ 新入生入会金
（Ｈ２２；１６３名）×５００円＝８１，５００円

会費平準化準備金ｄ ９００，０００ 終身会費 ３０名×３万円＝９００，０００円

雑 収 入ｅ ３，６３４ 預金利息

計 １５，１４１，９７４
※支出はなく全額次年度へ繰越

農学部同窓会役員 （Ｈ２２・２３年度）

役職 担当 氏名 卒年・学科（専攻） 勤務先

会 長 金丸 安隆 Ｓ４３・農学（畜産）

副 会 長 杉町 信幸 Ｓ５１・農土（土改） 鳥栖農林事務所

副 会 長 有馬 進 Ｓ５２・農学（農経） 佐大農学部（生物環境）

理 事 長 緒方 和裕 Ｓ５５・農学（病理） 農業試験研究センター

理事
（１６名）

６名

白武 義治 Ｓ５１・農学（農経） 佐大農学部（生物環境）

光富 勝 Ｓ５１・農化（食品） 佐大農学部（生命機能）

吉賀 豊司 Ｈ２・園芸（応動） 佐大農学部（応用生物）

田中 宗浩 Ｈ４・生生（施設） 佐大農学部（生物環境）

郡山 益実 Ｈ７・生生（浅海） 佐大農学部（生物環境）

宮本 英揮 Ｈ１０・生生（水利） 佐大農学部（生物環境）

３名

稲田 稔 Ｈ１・農学（病理） 農業試験研究センター

川路 勝 Ｈ３・農土（土改） 佐賀中部農林事務所

谷口 宏樹 Ｈ４・生生（作物） 農業試験研究センター

１名 福田 徳之 Ｈ１・農学（農経） ＪＡ佐賀中央会

１名 外戸口良文 Ｓ６１・農土（干拓） 佐賀農業高校

１名 福田 喜隆 Ｓ６３・農土（土改） 佐賀市議会事務局

４名

古川 辰馬 Ｓ４０・農学（育種）

大久保清海 Ｓ４１・農学（園芸）

村岡 実 Ｓ４６・農学（保護）

牛草 寛志 Ｓ４６・農土（干拓）

監 事
山口 郁雄 Ｓ５２・農学（農経） 高志館高校

溝口 善紀 Ｓ５３・農学（病理） 佐賀中部農林事務所

佐賀県庁支部長 森田 昭 Ｓ５２・農学（農経） 唐津農林事務所

佐賀県教職員支部長 水田 和彦 Ｓ５１・農土（農機） 佐賀農業高校

佐賀県農協連支部長 鐘ヶ江直雅 Ｓ５６・農化（生化） ＪＡ佐賀中央会

熊 本 県 支 部 長 大田黒慎一 Ｓ５０・園芸（果樹） 熊本県農業研究センター

農業自営者の会長 山田 和由 Ｓ４９・農学（農経） 農業自営

佐 賀 県 支 部 長 加々良光彦 Ｓ３７・農学（農土）

平成２２年度事業計画及び収支予算

同窓会活動の活性化を図るため、会報の発行によ
る情報提供や、意見交換会の開催など大学と連携し
た取組みを行います。
� 大学と同窓会との第３回意見交換会の開催。
� 会報「ありあけ」（６号、７号）の発行・配布。
� 同窓会支部活動に対する助成。
� 農業技術経営管理士（農業版MOT)養成の取組
への協力支援。

� キャリアデザイン講座等への会員派遣。

� 一般会計

〔収入〕（Ｈ２２．４．１～Ｈ２３．３．３１） 単位：円

〔支出〕（Ｈ２２．４．１～Ｈ２３．３．３１） 単位：円

� 特別会計

〔収入〕（Ｈ２２．４．１～Ｈ２３．３．３１） 単位：円

ありあけ 第７号 佐賀大学農学部同窓会報
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シリーズ�
生物環境科学科 生物環境保全学コース 地圏環境学 研究室

本研究室は、半田 駿教授、大西 晴夫特任

講師、そして私、長 裕幸（教授）の３名で構

成されています。半田先生は２４年３月に定年で、

大西先生は２３年９月に任期満了でそれぞれご退

職の予定です。学生は、現在、修士２年生１名、

修士１年生１名、学部４年生６名、学部３年生

９名が在籍しています。その他、短期で１名の

インドネシアからの訪問教授が滞在しています。

本研究室での研究内容は先生毎に異なります。

半田先生、大西先生は、もともと京都大学地球

物理学科ご出身の同級生なのですが、半田先生

は、地中深くの構造を解明すべく、電磁気を用

いた地下探査が専門であるのに対し、大西先生

は気象庁地球環境・海洋部長を退職後に赴任さ

れてこられた気象学のスペシャリストであり、

地球環境と台風が専門といったように、その対

象とする領域は全く異っています。然るに私、

長は農業工学出身で土壌物理学が専門であり、

作物の生育範囲である土壌表層部における根群

域から、作物の蒸発散に影響を与える地上５�
程度を対象領域とした水循環を中心に研究して

おり、先の両先生方の中間の領域を受け持って

いるといったところでしょうか。

物理嫌いの学生が多数を占める農学部におい

ては異端の研究室かも知れませんが、学生に

とって、自然の現象を観測し、計測したデータ

を理論的に解析していく過程は全てのサイエン

スに共通しており、理論の部分を理解するのに

多少時間がかかるというハンディはありますが、

農学部において十分に存在価値を発揮できる分

野であると思います。

就職先は、国家公務員、地方公務員、大学院

への進学、環境分析関連会社、食品関連会社、

JA等々多岐にわたっています。ご先輩方には、

後輩の学生がいろいろとお世話になると思いま

すが、どうぞ温かい目で見守って下さるようお

願い申し上げます。

長が観測を行った中国黄河流域のトウモロコシ畑

大西先生の代表的著書、「台風の科学」

半田先生、「三重津海軍所」跡での地中レーダー探査。
背景は凌風丸の模型

佐賀大学農学部同窓会報 ありあけ 第７号
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佐大への提言（�）
横浜市 平山 伸
（Ｓ６０年卒・生物化学）

佐大の更なる活性化のため外から見た佐大につい
て感じたことを紹介する場として寄稿させて頂いて
いるが、今後の佐大発展に向け一つでも寄与できれ
ば幸いである。

� 海洋エネルギー・資源研究所への拡充
佐大海洋エネルギー研究センターは国立大学８６校
の内、約２０校に設置されていた全国共同利用施設で
あったが、この仕組みが２０１０年度より省令化と共に
変わり、共同利用・共同研究拠点として約２５校に設
置されたうちの一つとなっている。
一方、政府の「成長戦略実行計画（工程表）」に
おいて、「海洋資源、海洋再生可能エネルギー等の
開発・普及の推進」が２０１０年６月に盛り込まれ、こ
れに対応する形として「国土交通省の成長戦略」の
「海底資源エネルギー確保戦略、および海洋再生可
能エネルギー戦略」において海洋温度差発電や波力
発電の活動拠点の整備が謳われている。更に、経産
省の２０１１年度予算においても海洋温度差発電等の海
洋エネルギー予算が盛り込まれた。これらのことは、
小泉内閣時の総合科学技術会議で重点拠点に選定さ
れた佐大海洋エネルギー研究センターにとっては、
拡充の好機といえよう。少なくとも、佐大内の中長
期計画の視点だけではなく、国の長期戦略の観点か
ら大学幹部のリーダーシップの下に「海洋エネル
ギー研究センター」から「海洋エネルギー・資源研
究所（仮称）」への拡充案を政府や各省へ PRして
はと考えるものである。更に、海洋エネルギー資源
利用推進機構と再生可能エネルギー協議会が合同で
２０１０年７月に「海洋エネルギー資源国際フォーラ
ム」を横浜で開催し国内外の海洋エネルギーや海洋
資源研究開発動向の発表会が盛況に行われたことは
世間の注目度が急速に高まっているといえよう。な
お、海洋エネルギー資源利用推進機構の事務局は、
佐大海洋エネ研内にあり、国内外の海洋エネル
ギー・資源の情報収集拠点としても認知されている
ことは追い風である。
一方、この数年、食糧と競合しないエネルギー・

有用資源として海藻やプランクトンが再び注目され
ており、２０１０年４月２８日のフジサンケイビジネスア

イによれば筑波大学では企業とコンソーシアムを組
み、油（燃料油）を生産する微細藻類の培養生産設
備を１５億円で建設中である。これら動向から実用化
には海水や海面利用がキーとなるが、佐賀新聞社刊
「佐賀を日本一元気にする本、押田 努 著」によ
れば佐大海洋エネ研が立地する伊万里湾は漁業権が
消滅した稀有な場所でもあるため、プランクトンや
海藻資源の基礎及び実証研究地としても期待が大き
い。更に、佐賀県にクリークが存在することは、淡
水、汽水、海水と多様な環境が形成されていること
を意味し、多様な藻類の生存が容易に期待され、こ
れらの利用化研究が皆無に近いことは、佐大の研究
分野を育てる意味からも重要な検討要素といえよう。
これらの実現には、これまで蓄積してきた技術との
融合による佐大への必然性のシナリオを構築するこ
とが急務であるが、海洋エネ研の母体となった機械
系人員の知恵だけではなく多様なジャンルとの意見
交換をすれば知恵出しは容易であろう。なお、かつ
て化学工学会編集委員にて、海洋利用技術の最新動
向として「海洋エネルギーの開発、および海洋の資
源・バイオマス生産」について化学工学２００７年５、
６月号にて小特集を企画したことがあり、本稿に関
し更に興味を示された方は参照にされたい。
上記動向から医学部を持つ中規模総合大学として、
研究センターを数多く所有し、かつ、研究所を設立
することは大学の個性化に直結すると考えられ、ま
た、熊本大学発生医学研究センターが発足１０年目で
研究所になったことは拡充条件の参考になろう。い
ずれにせよ研究施設の充実は大学のステイタス UP

にも繋がっていくため、佐大の戦略的検討課題とし
て取り上げられることを願うばかりである。

� シンボル地域での水浄化技術のPR
水の都佐賀を観光名所に仕立てていくには、ク
リークや佐賀城お堀の水の浄化が必要である。かつ
て多布施川や佐賀城のお堀を船で遊覧する体験が実
施されたことが各方面で報道され、最近でもお堀の
遊覧船が復活している。特に地域と共に発展する大
学を目指す佐大にとって、佐大で技術開発された水
浄化技術を集約し、浄化モデル地域の水を徹底的に
浄化し大学の技術力 PR拠点としてはと考える。
設置場所としてはシンボル的な場所を選定し技術
力 PR効果を狙うのがよい。例えば、佐賀城のお堀、
松原川、どん３の森周囲のクリーク、諫早湾干拓か
らの排水等が想定される。特に、佐賀城下ひなまつ
りで流し雛が行われる松原川や諫早湾干拓地の排水
浄化等を実現できれば、地域へのインパクトは大き
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いものと推測される。これらの取組みによって水の
都・佐賀に対し技術的にも貢献する地元大学として
の認知度が上がっていくことを願うばかりである。

� スポーツ選手強化による広報力の強化
近年、各地の国立大学でスポーツ選手が育成され、
大きな大会で活躍する姿が TV等で報じられること
は大学にとって大きな PR力になっている。佐大で
は陣内選手が女子８００�に日本代表として国際陸上
や日本選手権に出場したことが記憶に新しい。
国立大学でのスポーツ選手育成では、筑波大学や

鹿屋体育大学にスポーツ系専門学部があるため多く
の選手を輩出していることは周知の事実であるが、
注目したいのは福島大学である。近年福島大学では
多くの各種陸上競技の日本代表選手を輩出している
が、大きな体育専門学部を持たない地方に存在する
国立大学が日本を代表する選手を多く輩出している
拠点になっていることは興味深い。福島大学が何故
にこのようにスポーツ選手を多く輩出してきたかを
分析することは佐大でのスポーツ選手育成による
PR力強化の参考になろう。ちなみに福島大学では、
シドニー大学の研究を元に、ACTN遺伝子による運
動適用性の解析を選手個々人に実践しており、TT

型遺伝子は疲れにくく持久力が高い、CC型は速く
走る筋肉が多いということが実証されつつある。こ
のような医学的知見を取入れつつ、スポーツ選手の
能力を効率的に強化していく計画立案と検証を、文
化教育学部、医学部、理工学部等の学部横断プロジェ
クトとして企画しては如何だろうか。

� 天文台の整備
佐大本庄キャンパスを歩いていると他の大学で目
に付く天文設備が見受けられない。外部に見えない
位置にあるのかは不明であるが、大学の天文設備の
充実は大学のファン層獲得に重要な要素といえよう。
最近の他大学の動きとして宇都宮大学が口径４０�
の主望遠鏡等を設置し昼夜問わず観察を可能とした
ことが２０１０年４月２８日の日刊工業新聞で大きく報じ
られた。これはリニューアルされた事例とのことで
あるが、地元小中学校への教育支援活動にも活用さ
れ、ネットを通じて学外へも観察経過が配信されて
いる。また、鹿児島大学には口径１�の赤外線望遠
鏡が設置されており、研究用途の活用事例として興
味が注がれる。更に、２０１０年５月１０日の佐賀新聞に
よれば、佐賀天文協会が佐賀県太良町に口径６０�の
望遠鏡を中古で百数十万円にて設置したようで、安
価な導入事例として参考になろう。

いずれにせよ天文ファンは確実に居り、その設備
が大学で充実されることは、佐大ファンを増やす一
手段になりえると考えられ、同窓会を含め支援を検
討しては如何だろうか。

� 日本庭園設置による日本文化習得拠点の整備
佐賀大学憲章には魅力ある大学との記載があるが、
以前出張に出向いたカナダバンクーバーのブリ
ティッシュコロンビア大学（UBC）の魅力あるキャ
ンパス整備の事例を紹介したい。UBCには新渡戸
稲造を顕彰して造られた日本庭園がある。現物を直
に観ることはできなかったが、日本文化を伝える拠
点として知られている点は広報的にも参考になろう。
そこで、佐賀市神野公園の隔林亭（添付写真参照）
のような藁葺き屋根と日本庭園を造成し、留学生の
日本文化の交流拠点として活用してはと考える。茶
道、華道、雅楽等の活動や佐賀城下雛祭りの拠点と
しても活用し、地域と共に歩む大学のシンボル拠点
とすることが想定される。国立大学で藁葺き屋根の
建築物は無いものと予想され、この周囲に蓮池や水
路、日本庭園を配置することでより一層の趣が演出
され大学の名所にもなりえるものと考えられる。ま
た、これらにより、絵を描きたくなる場所としても
認知が進み、市民が本庄キャンパスに集う誘引力に
なろう。留学生支援の一環として、同窓会の支援も
検討されては如何だろうか。

� 空洞化した佐賀市旧商店街の活性化寄与戦略
各地の商店街の空洞化が大きな社会問題となって
いるが、佐賀新聞社によれば佐賀市内の旧商店街の
通行人数は１９８５年と比べ約１／５になっており（２００８
年９月６日同新聞記事）、空き店舗率は佐賀市で２３％、
中でも呉服町商店街に限れば４２％に達するとのこと
である（同新聞２０１０年８月２９日記事）。筆者が各地
を回った経験を加味しても、県庁所在地において佐
賀市の空洞化は恐らく全国ワースト３に入ると思わ
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れる。
これに対し佐大では「まち作りサテライト：ゆっ

つらーと館」を設置され、様々なイベントが開催さ
れている。他にも文化教育学部美術工芸課程による
美術・芸術品の展示会や都市工学科による空き店舗
を学生の住まいと集会所にする取組み、経済学部地
域経済研究センターによる井徳屋での地域物産や留
学生作品の販売等が行われている。視点としては定
住的な要素を含む策が望まれるが、その一つの候補
として佐大から設立されたベンチャー企業や佐大
OBが社長を務める大手企業の支店を大学がエス
コートして中心街に集約し、ビジネス拠点として活
用できないか検討しては如何だろうか。企業側の利
点としては、佐大を核に技術的に密度の高い異業種
交流ができること、地理的にも佐賀駅や佐賀空港に
近く各地の出張へも容易であること、家賃も安価で
あること、大学主導の仕掛けであることによる大き

な宣伝効果が得られること等が挙げられる。特に、
この中で上記候補企業の把握と呼びかけについては
同窓会のネットワークと経済学部地域経済研究セン
ターを核に情報収集していくことが実現のキーにな
るものと考えられ、同窓会主体に検討されては如何
だろうか。

これまで５回に渡り提言をさせて頂いたが、本誌
ありあけに占める筆者の割合が高まっており、多く
の方からの多様な意見が掲載されることを願って、
一端、今回の寄稿で一区切りとし、これまでの提言
を元に建設的な議論がなされ佐大の魅力 UPに繋が
る事例が一つでも多く実現していくことを期待した
い。
寄稿の機会を与えて頂いた本誌編集委員会、理事
会、及び読者の方々にこの場を借りて御礼を申し上
げます。有難うございました。

佐大農学部は、現在の本庄地区に移転する前は、

赤松町の旧佐賀成美高等女学校跡（現佐賀西高

校の東隣）にあった。上の写真は、昭和４０年３

月卒業記念に、育種学研究室の山川教授、岸川

助教授とともに、赤松キャンパスで撮った。

古川 辰馬（Ｓ４０年卒・育種）

まき ずみ けい いち

牧角 啓一さん（Ｓ５５年卒・植物病理学）
�細胞培養技術を用い
たインフルエンザワク
チンの研究
�博士（理学）
�熊本大学大学院自然科学研究科
�化学合成液体培地で浮遊増殖する細胞の作成に成功し
た。更に、鶏受精卵（現行法）よりこの細胞がインフル
エンザワクチン製造に適していることを実証した。
�一般財団法人 化学及血清療法研究所

の
会会 員員

情情 報報
（博士号 取得）

①学位論文名 ②取得学位
③学位授与大学名 ④学位論文の概要
⑤現勤務先
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佐賀県支部の総会
佐賀県支部は、佐賀県内に在住し、他の支部に所

属していない方々を対象に平成２０年２月１日に発足

しました。今年度平成２２年は５月２２日に佐賀市の「グ

ランデはがくれ」で、来賓として農学部同窓会 松

尾正紀会長（４３・農学・育種）はじめ、顧問の佐賀

大学名誉教授 高木胖先生（３６・農学・育種）、同

じく田中欽二先生（３９・農学・保護）、現会員８５名

のうち、２７名の参加でした。

総会に先立ち、佐賀大学大学院農学研究科に設置

された農業技術経営管理学コース（農業版MOT）

の概要について、内海修一（４７・農学・農経）特任

准教授の話を拝聴しました。総会では物故者５名へ

の黙祷、江原忠彰（３２・農学・園芸）支部長から加々

良光彦（３７・農学・農土）支部長などへの役員改選

を行い、その後約２時間の懇親会で終了しました。

なお、本支部発足の日も浅く、未加入の同窓生も

多いことから、本支部の周知に努めたいと思ってい

ます。

村岡 実（Ｓ４６年卒・農学・保護）

佐賀県庁支部の総会開催
佐賀県庁支部では、９月２日に佐賀市内「若楠会

館」において、会員４４名が参加し、平成２２年度の総

会を開きました。総会では、福島末行支部長（S５０

年卒・果樹）の挨拶のあと、H２１年度の事業実績や

H２２年度の事業計画などの協議を行いました。

今回は２年毎の役員改選期にあたり、支部長のバ

トンを森田 昭(S５２年卒・農経）が受け取りました。

他の役員と一体となって、総会や先輩を送る会への

参加者を増やし、会員相互の親睦交流を更に深めて

いきたいと思っています。

また、来賓として、農学部同窓会の金丸安隆会長

（Ｓ４３年卒・畜産）にご出席いただき、「教員時代

に県農業大学校に出向していたが、県庁支部の結束

の強さを痛感した」との心強いお言葉をいただきま

した。

今年４月に入庁した石丸晃成さん（藤津普及）、

秀島瑠満子さん（農試センター）、竹下大樹（果樹

試）の３名が入会し、しっかりした口調で自己紹介

をされました。

現時点での、佐賀県庁支部の会員数は、２１９名で

す。

懇親会の中では、ビンゴゲームを行い、「リーチ・

リーチ」のかけ声とともに大いに盛り上がるなど、

楽しいひとときを過ごしました。

佐賀県庁支部長 森田 昭（Ｓ５２年卒・農経）

佐賀県教職員支部の臨時支部総会
開催について
佐賀県教職員支部の臨時支部総会を１０月３０日�、
佐賀市の「ホテルマリターレ創世佐賀」において開

催しました。

当日は会員２４名が参加しました。また、来賓とし

て、農学部同窓会の金丸安隆会長（元唐津南高校校

長）にご出席いただき農学部同窓会の近況等につい

てお話をいただきました。その中で、６月に開催し

ている農学部同窓会の総会を活性化するためにも、

教職員支部からは出来るだけ多く参加して欲しいと

の呼びかけがありました。

議事は、会則の改正と役員承認でした。現在、教

職員支部の定期総会は規約上５月の開催となってい
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左：元会長 山本秋夫先輩（Ｓ４８年卒・干拓）
右：川口晶子さん（Ｈ１８年卒・熱作）

ますが、この時期は６月上旬の高校総体前で土日は

練習試合が最盛期のため開催が難しいとの意見があ

り、今回臨時支部総会を開催し定期総会の時期等の

変更を盛り込んだ会則改正を行いました。また、近

年の農学部卒業生は農業高校の教職員よりも、中・

高校の生物等の教職員に多くなっている実態がある

ことから、副支部長の１名を農業高校以外の教職員

とするとしました。

臨時支部総会に引き続き開催した懇親会も和やか

に開催することができました。参加いただいた金丸

会長並びに会員のみなさまありがとうございました。

佐賀県教職員支部 幹事長 大坪 正幸（Ｓ５９年卒・農経）

熊本県庁支部
熊本県庁佐賀大学農学部同窓会の平成２２年度通常

総会を６月１８日に熊本市内の「和食の仲むら」で開

催しました。当日は同窓会本部から来賓として光富

先生のご臨席を得、大学の近況等を織り交ぜてご挨

拶を頂戴いたしました。

会計報告や監査報告等の後、３月末で退職された

元会長山本秋夫先輩（S４８年卒・農業土木）の激励

会を兼ねて懇親会が開催されました。会員は現職４７

名、OB１７名の合計６４名ですが、当日は勤務地が遠

隔地であるなど出席が困難な会員もおられる中３２名

もの出席がありました。本年は事務局の坂本豊房君

（H１０年卒・細胞）が「毎年同じ場所も覚えやすく

て良いが、たまには特徴のあるお店で新鮮味を出し

つつ、若手や女性会員の参加を募ろう」と場所の設

定や価格交渉に頑張ってくれました。一年あるいは

数年ぶりに会う仲間達と近況を語り合い、美味しい

料理を堪能し、最後にはグラス片手にあちこちに輪

が出来、用意した焼酎も飲み干すほどにぎやかに会

は進みました。

文責 大田黒 慎一（Ｓ５０年卒・園芸）

７３A農園会

第３回同窓会を熊本市で開催
１９７３年（昭和４８年）４月に農学科・園芸学科に入

学した学生による「７３A農園会」の第３回同窓会を

去る１０月２３日に熊本市（熊本城近く）の郷土料理店

「一水」で開催。参加者は、２４名（農学科：８名、

園芸学科；１４名、特別参加；当時、熊本県からの派

遣研修生２名）で、遠くは、千葉県から駆けつけて

くれました。

同窓会では、物故者への黙祷後、幹事を代表して

高木由美さんが歓迎の挨拶を行い、続いて、佐賀大

学農学部の近況を同窓生で佐賀大学農学部教授であ

る有馬 進さん（農学科）が報告。乾杯後は、熊本

の郷土料理に舌鼓を打ちながら、同窓会に初めて、

又は毎回参加した人など久しぶりの再会に話も盛り

上がり、楽しいひと時を過ごしました。
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次回は長崎県が当番。長崎在住の寺島正彦さん（農

学科）が開催に向けた決意表明を行い、参加者全員

が２年後の２０１２年に長崎での再会を約束し、お開き。

その後は、ほとんどが二次会に向かい熊本の夜を

満喫したようです。

今回の幹事は、熊本県在住の高松孝行（農学科）、

岡崎末寿・金子 淳・高木由美・橋口敏光（園芸学

科）でした。

高松 孝行（S５２年卒・農学科作物学）

東京支部
１１月１８日に東京支部総会が八重洲富士屋ホテルで

開催された。会員の参加者は５５名、同窓会からは宮

島会長ほか各学部の会長も全て参加した。

いやはや、皆さん元気元気、出席者の会員の中で

の最高齢者は喜寿を迎えられている。戦後の経済成

長と共に佐大を卒業後大都市で頑張ってこられた先

輩方だ。

祝宴最後に巻頭言と学生歌に合わせた踊り…若き

血潮の…いやいや脱帽です。いつまでもお元気で

現農学部同窓会・会長 金丸 安隆（S４３年卒・農学・畜産）

豊後はがくれ会（大分支部）
紅葉の美しい時期に（１１月１３日）、大分市内のホ

テルにて宮島同窓会会長をはじめ４名の副会長と支

部会員３０名の参加をもって支部総会と懇親会がおこ

なわれた。来年度も役員留任となった（牧野、清末、

島田〕。

美味しい料理と酒が進むと、どのテーブルも近況

報告と昔話に盛り上がり、わいわいがやがや。会場

は笑顔で一杯。参加者全員の記念写真をプロにお願

いしたので、送付に間に合わなかった。写真は走査

電子顕微鏡でとった日本で最も小さいハッチョウト

ンボの顔です。笑顔に溢れた表情だ。このトンボは

大分の各地で生息し、大分の自然環境が素晴らしい

ことを物語っている。

今年度、会員の親睦をはかるために、無垢島（津

久見市、椿の島）のんびり一泊の旅やゴルフコンペ

を行った。さて、来年度は何か楽しいイベントをと

思っている。花見（桃、桜、梨、チューリップなど）、

温泉、島巡り、食（フグ、関アジ、関サバ、マグロ、

ハモ、姫ダコなど）、ゴルフ、ハイキング、テニス

等の企画がありましたら、役員までお知らせ下さい。

支部長 島田 達生（S４２年卒・農学・植物保護）

◆編集後記

今年度の役員改選で新たな編集委員によって、会

報第７号「ありあけ」を発行することが出来ました。

玉稿を賜りました方々にお礼申し上げます。特に、

平山伸（昭和６０年・農芸化学）氏には、これまで５

回にわたり「佐大への提言」を寄稿して頂き、ありが

とうございました。今回でひとまず完了となります。

会報は農学部同窓生約６，５００名を結び繋ぐ情報誌

です。今後は、出来るだけ多くの方々の近況や在学

当時の写真「思い出のアルバム」を掲載していく方

針です。

各位の近況、各支部の集い、また本同窓会へのご

意見など、事務局までお知らせ

くださるようお願いいたします。

次号は平成２３年６月１日の発行

予定です。
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